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試行実証評価 活用効果評価 推奨技術 準推奨技術 評価促進技術 活用促進技術

活用促進技術
設計比較

対象技術

少実績

優良技術

★

(2011.7.14～)

－

区分 製品

　

分 類 2 その他　－　その他　　

概要

上記※印の情報と以下の情報は申請者の申請に基づき掲載しております。 申請情報の最終更新年月日：2011.07.14

2017.03.24現在

①何について何をする技術なのか?

樋門樋管に設置する上屋

②従来はどのような技術で対応していたのか?

鉄骨造りALC壁上屋で対応していた。

③公共工事のどこに適用できるのか?

樋門・樋管の上屋等

活用効果調査入力システムを使用してください。

適用期間等

副    題 樋門・樋管用上屋

分 類 1 河川海岸　－　その他　　

旧実施要領における技術の位置付け

有

活用効果調査入力様式

ひ門ハウス

事後評価

事前審査

技術の位置付け（有用な新技術）

新規性及び期待される効果

①どこに新規性があるのか?(従来技術と比較して何を改善したのか?)

1.コンクリート製上屋から公衆電話室材料を利用した上屋に変更し、軽量化を図った。

2.コンクリート製上屋の施行日数の約30日から約1日に短縮した。

②期待される効果は?(新技術活用のメリットは?)

1.工期の短縮

2.重量はコンクリート製上屋の約6分の1

3.躯体の軽量化により躯体総費用の削減

4.上屋が解体できるため、巻上機の交換も可能

5.壁面パネルの再利用

6.安全性

パネル組立作業中

福島工事事務所渡利第一排水樋管 3400×2800
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留意事項

①設計時

ラック棒の高さ及び位置、ラック棒のケースは上屋を取り付けたとき

必要なくなるため、実際のラック棒高が必要。

通常揚程及び点検揚程の高さが必要。

管理橋等躯体の接続形態。操作盤の位置、配管方法。

②施工時

管理橋の長さ、築堤幅及び堤防上を道路閉鎖の可否、風、躯体のレベル状況、

コンクリート強度等。

③維持管理等

設置後に、ガラスを取り外して、足場を組み、屋外作業が可能。

また、壁面を窓に取替え可能。

④その他

テーブル、イスが取り付け可能

適用条件

①自然条件

氷点下及び積雪地域においても設置可能

②現場条件

作業時、クレーン車の設置スペースが必要

③技術提供可能地域

技術提供可能地域については制限なし

④関係法令等

建築基準法

適用範囲

①適用可能な範囲

樋門・樋管上屋および待機所

②特に効果の高い適用範囲

樋門・樋管の上屋

③適用できない範囲

ダム

④適用にあたり、関係する基準およびその引用元

1.柔構造樋門設計の手引き(国土開発技術センター

2.ダム・堰施設技術基準(社団法人 ダム・堰施設技術協会)

3.建築非構造部材B類

4.建築設備の耐震安全性確保、乙類

5.アルミニウム合金造の建築物等の構造方法に関する安全上必要な技術基準。408号、409号、410号
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項  目

経済性 ☑向上( 20 %) □同程度 □低下( %)

工　程 ☑短縮( 96.67 %) □同程度 □増加( %)

品　質 □向上 ☑同程度 □低下

安全性 □向上 ☑同程度 □低下

施工性 ☑向上 □同程度 □低下

周辺環境への影響 ☑向上 □同程度 □低下

その他、技術の

ｱﾋﾟｰﾙﾎﾟｲﾝﾄ等

コストタイプ

仕様 数量 単位 単位 金額 摘要

アルミ及び強化ガラス 1 ㎡ 240,000円 240,000円 工事費含む

仕様 数量 単位 単位 金額 摘要

コンクリートパネル 1 ㎡ 300,000円 300,000円 工事費含む

特許番号 特許番号

活用の効果

比較する従来技術  鉄骨造りALC壁上屋

活用の効果 比較の根拠

軽量および工事日程の短縮

活用効果の根拠

基準とする数量 1 単位 ㎡

 B(+)型である。材料費は低下、工事は向上。躯体基礎費用は向上。料の軽

量化により、樋門躯体の製造コストが抑えられる。

工事が一日で終了する。

アルミ製品であるが、実験にて強度を確認。

安全性に関しては同程度。

パネル組立式のため、強風時以外は工事が行える。

工期が短く、使用機械・車両が少なく廃材も出ない。

工程 1日 30日 96.67%

新技術の内訳

項目

新技術 従来技術 向上の程度

経済性 240,000円 300,000円 20%

特許の有無 特許番号

□有り □出願中 □出願予定 □無し特 許

組立式パネル

従来技術の内訳

項目

鉄骨造りALC壁

特許・実用新案

種 類

実用新案

第三者評価・表彰等

建設技術審査証明 建設技術評価

特許情報無し

特許の有無

☑有り □出願中 □出願予定 □無し

特 許 詳 細 

登録第30837045  □通常実施権 □専用実施権

実用新案

証明年月日

ＵＲＬ

証明機関

番   号

番   号

証明年月日

その他の制度等による証明

建設技術審査証明 建設技術評価

制度の名称

ＵＲＬ

証明機関

証明範囲

評価・証明項目と結果

証明項目 試験・調査内容 結果
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サイズ 3700×3700 6500×3200 15800×3000　

値段 3,285,000 4,992,000 11,376,000

重量 1,238kg 2,510kg 2,980kg

施工単価

工事が一日で終了するため、工事費は安くあげられます。また、足場の設置が必要ありません。

参考例

歩掛り表あり （□標準歩掛， □暫定歩掛， □協会歩掛， □自社歩掛）

施工方法

①あと施工アンカーを打込み壁面の基礎になるぺデスタルを設置

②壁面パネルを組立

③工場で製作した屋根をクレーンで設置し、作業は終了。

今後の課題とその対応計画

①課題

熱反射塗料の開発。ガラスにソーラー発電設備の取り付け。

②計画

あり

淀川工事事務所鐘付樋管 2800×2800
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収集整備局

開発年 1992 2001.04.09 2011.07.14

自由記入

開発目標

開発会社

会 社

担当部署 担当者

住 所

ＴＥＬ ＦＡＸ

Ｅ－ＭＡＩＬ

ＵＲＬ

会 社

担当部署 担当者

担当部署

ＴＥＬ  ＦＡＸ

Ｅ－ＭＡＩＬ

ＵＲＬ

会社 住所

TEL URL

最終更新年月日

安全・安心、景観、リサイクル

キーワード

登録年月日

電話ボックス材料を利用した強度のある組立ハウス 

経済性の向上、周辺環境への影響抑制、リサイクル性向上

 関東地方整備局

 abe@atec-co.jp

開発体制
単独 （☑産、　□官、　□学） 共同研究 （□産・産、 □産・官、 □産・学、 □産・官・学）

テルウェル東日本株式会社

技術

 株式会社 アテック

 樋門ハウス担当  岡村 弘美

 〒189-0011　東京都東村山市恩多町3-21-47

 042-306-2335  042-306-2336

実績件数

国土交通省 その他公共機関 民間等

1000件 2件 0件

 http://www.atec-co.jp

問合せ先

問合せ先

担当部署 担当者
番号

FAX E-MAIL

 okamura@atec-co.jp

 http://www.atec-co.jp

営業

 株式会社 アテック

 樋門ハウス担当  阿部 衛

 〒954-0111　新潟県見附市今町5-38-16

 0258-66-0633  0258-66-7727

実験等実施状況

建材試験センターにおいて、パネルの破壊試験を行った。

その結果から、破壊数値のの70%を最大として1棟1棟それぞれの構造計算書を作成している。

添付資料等

 添付資料

参考文献

鹿島出版会 鋼構造の設計

外壁の面内剪断試験
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その他(写真及びタイトル)

利根川下流工事事務所 東海樋管

能代河川国道事務所 檜山川樋管

下館河川事務所 蕨下樋門
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